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﹇
論
文
﹈

竹
ヶ
原
康
弘

鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
祈
雨
祈
禱

序
本
稿
は
鎌
倉
幕
府
が
実
施
し
た
攘
災
祈
禱
、
特
に
祈
雨
祈
禱
に
関
す
る
考
察
を
通
じ
、
鎌
倉
幕
府
が
実
施
し
た
祭
祀
・

祈
禱
の
同
時
代
に
お
い
て
の
位
置
づ
け
や
、
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
攘
災
祈
禱
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

筆
者
は
過
去
に
鎌
倉
幕
府
が
実
施
し
た
年
中
行
事
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た（
1
）。
そ
の
作
業
を
通
じ
、
鎌
倉
幕
府

が
実
施
し
た
年
中
行
事
は
、
朝
廷
や
摂
関
家
の
年
中
行
事
を
継
承
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
東
国
国
家
」（
2
）
と
し
て
の

呪
術
的
・
宗
教
的
機
能
と
位
置
づ
け
う
る
も
の
で
は
な
く
、「
鎌
倉
殿
家
」
と
い
う
一
権
門
が
実
施
し
た
年
中
行
事
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
と
が
適
切
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を
持
つ
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
検
討
の
対
象
は
、
鎌
倉
幕
府

が
実
施
し
た
年
中
行
事
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
旱
や
多
雨
、
天
変
と
い
っ
た
突
然
に
発
生
す
る
問
題
に
対
し
て
実
施
し
た
、
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い
わ
ゆ
る
臨
時
的
な
攘
災
祈
禱
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
攘
災
祈
禱
の
中
で
も
祈
雨
祈
禱
を
主
な
考
察
の
対
象
と
し
、
鎌
倉
幕
府
が
実
施
し
た
攘
災
祈
禱
に

対
す
る
検
討
を
行
い
、
鎌
倉
幕
府
の
祭
祀
・
祈
禱
が
一
権
門
の
枠
内
に
収
ま
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
幕
府
が
一

権
門
を
越
え
た
「
東
国
国
家
」
と
位
置
づ
け
う
る
よ
う
な
行
為
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

祈
雨
祈
禱
に
関
す
る
考
察
は
、
近
年
で
は
籔
元
晶
氏
に
よ
る
一
連
の
論
考
が
存
在
す
る（
3
）。
ま
た
、
本
稿
で
主
に
扱

う
鎌
倉
幕
府
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
に
つ
い
て
も
、
同
氏
の
論
考
「
鎌
倉
時
代
の
祈
雨
の
動
向
」（
4
）
内
で
触
れ
ら
れ
て

い
る
。
祈
雨
祈
禱
の
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
氏
の
作
業
に
依
拠
し
な
が
ら
論
を
進
め
た
い
。
し
か
し
『
吾
妻
鏡
』
の

史
料
の
特
質
（
5
）
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
氏
の
論
考
に
は
再
検
討
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
や
、
鎌
倉
幕
府
の
史
的

位
置
づ
け
に
つ
い
て
再
考
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
内
容
も
散
見
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
後
に
触
れ
た
い
。

以
下
で
は
、
ま
ず
平
安
末
期
ま
で
の
朝
廷
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
の
方
法
や
特
徴
、
祈
雨
祈
禱
実
施
の
根
拠
と
な
っ
た

価
値
観
や
思
想
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
さ
ら
に
、
平
安
末
期
ま
で
の
朝
廷
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
と
、
鎌
倉
幕
府
が
実
施

し
た
祈
雨
祈
禱
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
攘
災
祈
禱
の
意
義
や
、
同
時
代
に
お
け
る
鎌
倉
幕
府
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

一
、
鎌
倉
期
以
前
の
朝
廷
に
お
け
る
祈
雨
祈
禱

本
章
で
は
、
鎌
倉
時
代
ま
で
の
朝
廷
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
に
つ
い
て
概
観
し
て
ゆ
き
た
い
。

具
体
的
な
祈
雨
祈
禱
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
を
行
う
前
に
、
祈
雨
祈
禱
そ
の
も
の
の
意
味
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
お
き
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た
い
。
中
国
唐
代
に
編
纂
さ
れ
た
類
書
『
芸
文
類
聚
』
に
は
、
祈
雨
に
つ
い
て
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
書
巻

百
の
「
災
異
」
に
旱
の
項
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祈
雨
祈
禱
を
必
要
と
す
る
「
旱
」
は
災
異
の
一
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
史
の
史
料
に
見
え
る
祈
雨
祈
禱
の
実
施
の
初
例
は
、
管
見
で
は
『
日
本
書
紀
』
皇
極
天
皇
元
（
六
四
二
）
年
七
月

二
十
五
日
条
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
同
日
条
に
対
す
る
検
討
を
通
じ
、
当
時
の
朝
廷
に
お
け
る
祈
雨
祈
禱
と
、
災
異
に
対

す
る
思
想
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。
次
に
当
該
条
を
引
用
す
る
。

群
臣
相
謂
之
曰
。
随
村
々
祝
部
所
教
、
或
殺
牛
馬
祭
諸
社
神
、
或
頻
移
市
、
或
禱
河
伯
。
既
無
所
効
。
蘇
我
大
臣

報
曰
。
可
於
寺
転
読
大
乗
経
典
、
悔
過
如
仏
所
訟
、
敬
而
祈
雨
（
以
下
略
）

以
下
、
七
世
紀
当
時
の
日
本
に
お
け
る
祈
雨
祈
禱
に
つ
い
て
、
引
用
本
文
の
順
に
従
い
見
て
ゆ
く
。
旱
魃
の
発
生
に
際

し
、
朝
廷
は
村
の
祝
部
に
命
じ
て
以
下
の
よ
う
な
祈
雨
祈
禱
を
実
施
さ
せ
た
と
い
う
。

①
牛
馬
を
生
贄
に
す
る
。

②
諸
社
の
神
を
祀
る
。

③
市
を
移
す
。

④
河
の
神
に
祈
る
。

（
本
文
登
場
順
）
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ま
ず
、
①
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
。『
芸
文
類
聚
』
巻
八
の
「
交
広
諸
山
」
に
は
「
鬱
林
郡
北
、
有
大
山
、
其
高
隱
天
。
上

有
池
、
有
石
牛
在
池
下
。
民
常
祀
之
。
歳
旱
、
百
姓
殺
牛
祈
雨
。
以
牛
血
和
泥
、
厚
泥
石
牛
背
。
祠
畢
、
天
雨
洪
注
、
洗

石
牛
背
泥
盡
而
後
晴
」
と
い
う
文
が
見
え
る
。
鬱
林
郡
（
現
在
の
広
西
壮
族
自
治
区
中
部
）
の
北
の
大
山
の
上
に
石
の
牛

が
あ
り
、
旱
の
年
に
は
牛
を
殺
し
て
そ
の
血
で
泥
を
練
り
、
血
で
練
っ
た
泥
を
石
の
牛
に
塗
り
雨
を
祈
る
と
い
う
祈
雨
法

が
記
さ
れ
て
い
る
。

牛
を
殺
し
て
生
贄
と
す
る
祈
雨
祈
禱
を
実
施
し
た
と
考
え
ら
れ
る
史
料
は
日
本
に
も
見
え
、
前
出
の
『
日
本
書
紀
』
以

外
で
は
、『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
九
禁
制
事
収
録
の
延
暦
十
（
七
九
一
）
年
九
月
十
六
日
付
格
に
「
応
禁
制
殺
牛
用
祭
漢
神

事
」
が
見
え
、「
諸
国
百
姓
殺
牛
用
祭
、
宜
厳
加
禁
制
莫
令
為
然
、
若
有
違
犯
科
故
殺
馬
牛
罪
」
と
、
諸
国
の
百
姓
に
牛
馬

を
生
贄
に
し
て
の
祈
雨
祈
禱
を
禁
じ
て
い
る
。
同
格
は
『
弘
仁
格
』
に
お
い
て
も
殺
生
禁
断
の
格
と
し
て
分
類
さ
れ
配
列

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
牛
馬
を
生
贄
に
し
て
の
祈
雨
祈
禱
は
、
仏
教
の
殺
生
禁
断
の
価
値
観
の
中
で
禁
忌
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う（
6
）。

つ
い
で
②
と
し
て
、
諸
社
の
神
に
雨
を
祈
っ
た
こ
と
が
記
事
に
見
え
る
。『
日
本
書
紀
』
持
統
七
（
六
九
二
）
年
四
月
十

七
日
条
に
「
遣
大
夫
謁
者
。
詣
諸
社
祈
雨
。
又
遣
使
者
、
祀
広
瀬
大
忌
神
与
竜
田
風
神
」
と
広
瀬
・
龍
田
社
に
祈
雨
奉
幣

を
行
っ
た
記
事
が
見
え
る
。
広
瀬
社
は
水
の
神
、
龍
田
社
は
風
の
神
で
、
時
代
が
下
る
と
両
社
を
祀
る
儀
礼
は
年
中
行
事

と
し
て
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
7
）。

祈
雨
の
た
め
の
奉
幣
と
し
て
は
、『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
二
（
七
六
六
）
年
五
月
十
七
日
条
に
「
奉
幣
帛
於
大
和
国
丹

生
川
上
神
。
及
五
畿
内
群
神
。
以
祈
注
雨
也
」
と
い
う
記
事
が
存
在
し
、
後
の
祈
雨
神
で
あ
る
丹
生
社
へ
の
奉
幣
が
行
わ

れ
始
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
丹
生
社
と
貴
船
社
は
祈
雨
に
関
し
て
特
別
に
効
験
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
祈
雨
祈
禱
の
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際
に
は
、
両
社
へ
の
奉
幣
を
行
う
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
が
、
儀
礼
書
で
あ
る
『
新
儀
式
』
に
も
「
就
中
。

丹
生
貴
布
禰
二
社
、
別
令
祈
禱
或
令
奉
黒
毛
馬
」
と
し
て
、
祈
雨
の
際
に
両
社
が
特
別
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

③
で
祈
禱
の
対
象
と
な
っ
た
河
伯
は
、
河
の
神
と
し
て
知
ら
れ
る
。
前
漢
の
劉
向
が
編
纂
し
た
歴
史
故
事
集
で
あ
る

『
説
苑
』
の
「
弁
物
」
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

斉
大
旱
之
時
、
景
公
召
群
臣
問
曰
「
天
不
雨
久
矣
、
民
且
有
飢
色
。
吾
使
人
卜
之
、
崇
在
高
山
広
水
、
寡
人
慾
少

賦
斂
以
祠
霊
山
。
可
乎
」。
群
臣
莫
対
。
晏
子
進
曰
「
不
可
、
祠
此
無
益
也
。
夫
霊
山
固
以
石
為
身
、
以
草
木
為

髪
。
天
久
不
雨
、
髪
将
焦
、
身
将
熱
、
彼
独
不
慾
雨
乎
。
祠
之
無
益
」。
景
公
曰
「
不
然
、
吾
慾
祠
河
伯
可
乎
」。

晏
子
曰
「
不
可
、
祠
此
無
益
也
。
夫
河
伯
以
水
為
国
、
以
魚
鱉
為
民
。
天
久
不
雨
、
水
泉
将
下
、
百
川
竭
、
国
将

亡
、
民
将
滅
矣
、
彼
独
不
用
雨
乎
。
祠
之
何
益
」。
景
公
曰
「
今
為
之
奈
何
」。
晏
子
曰
「
君
誠
避
宮
殿
暴
露
、
与

霊
山
河
伯
共
憂
。
其
幸
而
雨
乎
」。
於
是
景
公
出
野
、
暴
露
三
日
、
天
果
大
雨
、
民
尽
得
種
樹
。
景
公
曰
「
善
哉
、

晏
子
之
言
可
無
用
乎
。
其
惟
右
徳
也
」。

（
傍
点
筆
者
）

春
秋
時
代
の
斉
の
王
で
あ
る
景
公
が
旱
魃
に
際
し
卜
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
山
の
祟
り
で
あ
る
と
の
占
断
結
果
を
得
た
の

で
霊
山
を
祀
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
同
時
期
の
斉
の
政
治
家
で
あ
る
晏
嬰
（
晏
子
。
？
〜
紀
元
前
五
〇
〇
年
）
が
、

山
の
神
と
て
自
ら
の
身
が
焼
か
れ
れ
ば
雨
を
降
ら
す
は
ず
だ
と
反
対
し
た
。
景
公
が
代
わ
り
に
河
伯
を
祀
る
の
は
ど
う
か



083 鎌倉幕府における祈雨祈禱

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
河
伯
は
河
を
自
ら
の
国
と
し
、
魚
を
自
ら
の
民
と
し
て
い
る
。
今
、
自
分
の
国
が
滅
び
よ
う
と
し
て

い
る
の
に
、
何
も
し
な
い
わ
け
が
な
い
と
晏
子
が
反
対
し
、
そ
れ
ら
を
祀
る
代
わ
り
に
景
公
も
旱
の
中
に
出
て
共
に
憂
え

れ
ば
雨
が
降
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
た
め
、
そ
の
通
り
に
し
た
と
こ
ろ
、
雨
を
得
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

同
文
内
に
河
伯
に
つ
い
て
の
説
明
が
見
え
、
霊
山
と
同
様
、
天
候
を
操
作
す
る
霊
力
を
持
っ
た
存
在
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る
。
日
本
の
河
伯
に
対
す
る
信
仰
は
中
国
由
来
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
引
用
し
た
『
日
本
書
紀
』
も
、

文
飾
と
し
て
「
或
禱
河
伯
」
の
文
を
入
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
渡
来
人
系
の
人
々
が
こ
う
し
た
中
国
で
実
施
さ
れ
て
い
た

祈
雨
祈
禱
の
手
法
を
伝
え
た
の
か
は
断
言
し
が
た
い
が（
8
）、
先
の
牛
馬
を
生
贄
と
し
て
の
祈
雨
祈
禱
の
例
と
合
わ
せ
、

何
ら
か
の
形
で
、
中
国
の
祈
雨
祈
禱
の
方
法
が
日
本
に
も
伝
来
し
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

④
の
市
を
移
す
祈
雨
祈
禱
も
中
国
史
料
に
例
が
求
め
ら
れ
る
。
以
下
は
『
芸
文
類
聚
』
巻
百
「
災
異
部
」
の
「
旱
」
に

見
え
る
、
市
を
移
す
祈
雨
祈
禱
の
例
で
あ
る
。

諸
巫
、
毋
小
大
皆
相
聚
、
其
郭
門
外
、
為
小
壇
、
以
脯
酒
祭
、
便
移
市
、
市
使
門
者
、
無
內
丈
夫
、
丈
夫
無
得
相

従
飲
食
、
又
令
吏
各
往
視
其
夫
、
皆
言
到
即
赴
、
雨
澍
而
已
。

こ
の
文
に
よ
れ
ば
、
城
内
の
巫
女
を
集
め
て
城
外
に
出
し
、
そ
こ
に
小
壇
を
設
け
て
宴
会
を
行
う
た
め
に
市
を
移
す
の

だ
と
い
う
。
男
性
は
こ
の
間
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
こ
う
し
た
祈
禱
を
す
る
こ
と
で
雨
が
降
る
の
だ
と
い
う
。
市

を
移
す
祈
雨
法
は
『
続
日
本
紀
』の
慶
雲
年
間
に
も
実
施
例
が
見
え
る
が（
9
）、
こ
れ
以
降
、
史
料
で
は
確
認
が
で
き
な
く

な
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
祈
禱
の
内
、
牛
馬
を
犠
牲
と
す
る
も
の
、
河
伯
に
祈
る
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も
の
、
市
を
移
す
も
の
は
次
第
に
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
に
挙
げ
た
、『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
四
種
の
祈
雨
祈
禱
は
何
れ
も
効
果
を
得
ら
れ
ず
、
七
月
二
十
七
日
に
は

『
大
雲
教
』
の
転
読
が
行
わ
れ
た
。『
大
雲
経
』
は
、
唐
の
則
天
武
后
に
よ
る
武
周
革
命
の
際
に
同
経
に
付
会
し
た
讖
文
が

作
ら
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る（
10
）。
日
本
に
お
い
て
は
、
祈
雨
祈
禱
の
際
に
用
い
ら
れ
た
例
が
六
国
史
に
数
例
確
認
で
き

る（
11
）。
大
雲
経
の
付
巻
に
は
祈
雨
祈
禱
の
際
の
壇
の
設
置
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
見
え
、「
若
天
亢
旱
時
。
慾
祈
請
雨

者
。
於
露
地
作
壇
。
除
去
瓦
礫
及
諸
穢
物
。
張
設
靑
幕
。
懸
靑
幡
（
以
下
略
）」
と
祈
雨
祈
禱
を
実
施
す
る
際
に
必
要
な
用

具
や
準
備
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

亢
旱
之
時
。
如
是
依
法
読
此
大
雲
経
。
或
経
一
日
二
日
乃
至
七
日
。
定
降
注
甘
雨
。
若
災
重
不
雨
。
更
作
必
降
甘

雨
。
仮
使
大
海
或
有
過
限
越
潮
。
依
此
経
作
法
転
読
。
無
不
応
効
。
応
発
願
読
経
所
生
功
徳
迴
向
諸
竜
。
願
皆
離

諸
苦
難
。
発
無
上
菩
提
心
。
為
一
切
有
情
降
注
甘
雨
。

同
経
の
末
尾
で
は
、
法
に
則
っ
て
同
経
を
読
経
す
れ
ば
、
一
日
か
ら
二
日
、
ま
た
は
七
日
で
雨
が
降
る
と
さ
れ
、
災
異

が
重
な
っ
た
た
め
に
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
読
経
し
続
け
れ
ば
雨
が
降
る
と
説
か
れ
る
。

同
日
に
は
蘇
我
蝦
夷
が
香
炉
を
持
っ
て
の
祈
雨
を
行
っ
た
が
雨
を
得
ら
れ
ず
、
二
十
九
日
に
は
読
経
を
停
止
し
た
。
八

月
一
日
に
「
天
皇
幸
南
淵
河
上
。
跪
拝
四
方
、
仰
天
而
祈
」（『
日
本
書
紀
』
同
日
条
）
と
皇
極
天
皇
が
自
ら
雨
を
求
め
た

と
こ
ろ
、「
即
雷
大
雨
。
遂
雨
五
日
。
溥
潤
天
下
」
と
快
雨
を
得
て
い
る
。
天
人
相
関
説
の
影
響
に
よ
り
、
中
国
に
お
い

て
は
、
旱
を
始
め
と
し
た
災
異
は
天
か
ら
の
譴
責
で
あ
り
、
政
治
を
糺
す
こ
と
が
攘
災
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
た
。
一
例
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と
し
て
『
続
漢
書
』
に
見
え
る
記
事
を
挙
げ
る
。
後
漢
中
期
の
政
治
家
で
あ
る
張
奮
（
？
〜
一
〇
二
年
）
が
、
三
公
の
一

つ
で
築
城
・
水
利
な
ど
の
建
築
事
業
を
担
当
す
る
司
空
の
職
に
あ
っ
た
頃
に
旱
が
発
生
し
、
祈
雨
祈
禱
も
効
果
が
無
か
っ

た
。
し
か
し
、
張
奮
が
皇
帝
に
対
し
政
治
を
糺
す
よ
う
に
意
見
し
、
皇
帝
が
洛
陽
の
獄
に
行
き
囚
人
を
再
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
大
雨
が
三
日
続
い
た
と
い
う
記
事
が
存
在
す
る（
12
）。
獄
に
行
っ
て
囚
人
の
名
前
を
記
録
し
た
の
は
、
誤
審
や
冤
罪

を
確
認
し
裁
判
を
糺
す
こ
と
が
政
治
を
糺
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
善
政
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
大
雨
が
降
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
、
皇
極
天
皇
が
自
ら
雨
を
祈
っ
た
行
為
も
、
中
国
の
皇

帝
が
政
治
を
糺
し
て
雨
を
祈
っ
た
行
為
と
同
様
、
政
治
の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
軽
犯
者
を
赦

免
す
る
祈
雨
祈
禱
は
こ
の
後
に
も
実
施
さ
れ
、『
貞
信
公
記
抄
』
天
暦
二
（
九
四
八
）
年
五
月
十
一
日
条
に
、
祈
雨
と
し
て

軽
犯
者
を
許
し
た
旨
の
記
事
が
見
え
る
。

時
代
が
下
る
と
、
旱
魃
の
際
に
は
仏
教
系
の
祈
雨
祈
禱
を
実
施
し
て
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
祈
雨
の
際
に
鎮
護
国

家
三
部
経
の
一
つ
で
あ
る
『
仁
王
経
』
を
転
読
し
た
記
事
が
散
見
さ
れ
る
が（
13
）、
こ
れ
は
祈
雨
祈
禱
が
鎮
護
国
家
祈
禱

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
の
ち
、
祈
雨
祈
禱
に
密
教
祈
禱
と
陰
陽
道
祭
を
加
え
た
祈
禱
が
平
安
期

か
ら
鎌
倉
期
に
お
け
る
標
準
的
な
祈
雨
祈
禱
の
様
式
と
な
る
。

平
安
中
期
の
儀
礼
書
で
あ
る
『
西
宮
記
』
臨
時
一
に
「
祈
雨
」
の
項
が
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
安
中
期
ま
で

に
は
祈
雨
祈
禱
は
「
臨
時
」、
す
な
わ
ち
実
施
す
べ
き
時
期
・
状
況
と
な
れ
ば
実
施
す
べ
き
年
中
行
事
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
先
の
広
瀬
龍
田
社
へ
の
祈
雨
祈
禱
と
同
様
の
変
化
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。

ま
た
、『
新
儀
式
』
に
は
祈
雨
祈
禱
の
実
施
の
条
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
引
用
す
る
。
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祈
雨
祈
霽
事

若
四
月
以
後
八
月
以
前
、
久
未
降
雨
。
必
有
請
雨
之
事
。
或
令
神
祇
官
卜
其
祟
。
又
遣
使
諸
社
奉
幣
祈
請
。
就
中
。

丹
生
貴
布
禰
二
社
、別
令
祈
禱
或
令
奉
黒
毛
馬
。
或
非
神
祇
官
差
進
大
中
臣
使
。
更
差
殿
上
侍
臣
於
其
山
上
祈
之
。

（
略
）
又
仰
下
諸
大
寺
并
五
畿
七
道
諸
国
。
遍
令
祈
仏
法
、
請
神
明
。

先
述
の
『
日
本
書
紀
』
か
ら
抽
出
し
た
四
種
の
祈
雨
祈
禱
の
内
、
②
の
諸
社
に
祈
願
す
る
方
法
だ
け
が
「
又
遣
使
諸
社

奉
幣
祈
請
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
こ
の
『
新
儀
式
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
当
該
時
期
に
お
け
る
祈
雨
祈
禱
は
以
下
の
状

況
が
生
じ
た
際
に
実
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
・
四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
期
間
に
、
十
日
ほ
ど
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
場
合
。

ロ
・
旱
（
あ
る
い
は
長
雨
）
の
原
因
に
つ
い
て
卜
を
実
施
し
、
原
因
を
究
明
す
る
。

ハ
・
ロ
で
旱
の
原
因
と
さ
れ
た
社
寺
に
奉
幣
し
雨
を
祈
る
。
ま
た
、
祈
雨
に
効
験
が
あ
る
と
さ
れ
た
丹
生
・
貴
船

の
二
社
に
は
別
に
奉
幣
す
る
。

先
の
『
新
儀
式
』
の
文
に
「
又
仰
下
諸
大
寺
并
五
畿
七
道
諸
国
。
遍
令
祈
仏
法
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
朝
廷
は
仏
教
に

よ
る
祈
雨
祈
禱
を
中
心
に
実
施
し
て
い
た
。
し
か
し
、祈
雨
祈
禱
は
同
一
の
祈
禱
が
継
続
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

降
雨
を
期
し
て
様
々
な
種
類
の
祈
禱
を
実
施
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
仏
教
に
よ
る
祈
雨
祈
禱
の
文
の
後
に
見
え
る

「
又
遣
使
諸
社
奉
幣
祈
請
」
の
文
か
ら
も
確
認
が
で
き
る
。
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ま
た
、
祈
雨
祈
禱
は
快
雨
が
得
ら
れ
る
ま
で
継
続
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
農
業
に
必
要
な
水
量
を
得
た
い
」
と
い
う
祈
雨

祈
禱
の
本
来
の
実
施
目
的
か
ら
考
え
れ
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。
先
に
挙
げ
た
皇
極
元
年
の
祈
雨
祈
禱
も
、
祈
禱
を
一
ヶ
月
間

に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
降
雨
量
が
不
十
分
で
あ
れ
ば
祈
雨
祈
禱
は
実
施
さ
れ
続
け
、
場
合
に
よ
っ
て
は
僧
侶
の
名

誉
が
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
僧
侶
が
逃
亡
し
た
り
す
る
場
合
も
あ
っ
た（
14
）。

以
上
、
平
安
末
期
ま
で
の
朝
廷
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
以
下
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
鎌
倉
幕
府

が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
た
め
、
鎌
倉
期
ま
で
に
畿
外
で
実
施
さ
れ
た
祈
雨
祈
禱
に
つ
い
て
見
て

お
き
た
い
。

弘
仁
五（
八
一
四
）年
七
月
二
十
五
日
条
に
は「
頃
年
旱
災
頻
発
。
稼
苗
多
損
。
国
司
黙
然
。
百
姓
受
害
。
其
孝
婦
含
寃
。

東
海
蒙
枯
旱
之
憂
。
能
吏
行
県
。
徐
州
致
甘
雨
之
喜
。
然
則
禍
福
所
興
。
必
由
国
吏
。
自
今
以
後
。
若
有
旱
者
、
官
長
潔

斎
。
自
禱
嘉
澍
。
務
致
粛
敬
。
不
得
狎
汚
。
如
不
応
者
、
乃
言
上
之
。
立
為
恒
例
」（『
日
本
後
紀
』）
の
一
文
が
見
え
る
。

本
記
事
は
旱
魃
に
際
し
て
は
国
司
が
雨
を
祈
る
よ
う
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
三
の
冒
頭
に
前
半
部

分
を
欠
く
が
、「
風
土
異
令
。
人
願
不
同
。
自
今
以
後
。
可
祷
之
状
。
令
国
言
上
。
然
後
特
於
所
言
国
内
名
神
。
奉
幣
祈
請
。

不
以
一
国
之
事
掩
諸
国
之
願
。
如
有
異
災
偏
於
天
下
。
不
用
此
例
」（
弘
仁
十
二
﹇
八
二
二
﹈
年
七
月
二
十
日
条
）
と
同
じ

く
、
地
方
で
の
祈
雨
祈
禱
の
実
施
を
認
め
た
と
考
え
ら
れ
る
条
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
国
司
が
祈
雨
祈
禱
を
実

施
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
な
史
料
と
し
て
、『
菅
家
文
草
』
五
百
二
十
五
の
「
祭
城
山
神
文
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

祭
城
山
神
文　

為
讚
岐
守
祭
之
。

維
仁
和
四
年
、
歲
次
戊
申
、
五
月
癸
已
朔
、
六
日
戊
戌
、
守
正
五
位
下
菅
原
朝
臣
某
、
以
酒
果
香
幣
之
奠
、
敬
祭
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于
城
山
神
。
四
月
以
降
、
渉
旬
少
雨
。
吏
民
之
困
、
苗
種
不
田
。
某
忽
解
三
亀
、
試
親
五
馬
。
分
憂
在
任
、
結
憤

惟
悲
。
嗟

、
命
之
数
奇
、
逢
此
愆
序
。
政
不
良
也
、
感
無
徹
乎
。
徹
字
、
朝
野
群
戦
作
微
。
伏
惟
、
境
內
多
山
、

茲
山
独
峻
。
城
中
数
社
、
茲
社
尤
霊
。
是
用
吉
日
良
辰
、
禱
請
昭
告
。
誠
之
至
矣
、
神
其
察
之
。
若
八
十
九
鄕
、

二
十
万
口
、
一
鄕
無
損
、
一
口
無
愁
、
敢
不
蘋
藻
清
明
、
玉
幣
重
畳
、
以
賽
応
験
、
以
飾
威
稜
。
若
甘
澍
不
饒
、

旱
雲
如
結
、
神
之
霊
無
所
見
、
人
之
望
遂
不
従
。
斯
乃
俾
神
無
光
、
俾
人
有
怨
。
人
神
共
失
、
礼
祭
或
疏
。
神
其

裁
之
。
勿
惜
冥
祐
。
尚
饗
。

こ
の
神
文
は
仁
和
二
（
八
八
六
）
年
か
ら
、
讃
岐
守
と
し
て
下
向
し
て
い
た
菅
原
道
真
が
行
っ
た
祈
雨
祈
禱
で
あ
る
。

仁
和
四
（
八
八
八
）
年
の
も
の
と
さ
れ
る
同
文
に
は
、「
四
月
以
降
、
涉
旬
少
雨
。
吏
民
之
困
、
苗
種
不
田
」
の
一
文
が
含

ま
れ
、
祈
雨
祈
禱
の
実
施
に
至
る
ま
で
旬
日
に
わ
た
っ
て
雨
が
降
ら
ず
、
苗
や
種
が
伸
び
な
い
と
い
う
官
民
の
憂
い
が
見

え
る
。
こ
う
し
た
国
司
に
よ
る
祈
雨
祈
禱
も
、
先
の
『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
三
が
収
録
す
る
、
地
方
で
の
祈
雨
を
認
め
る
太

政
官
符
を
祈
雨
祈
禱
実
施
の
根
拠
と
し
て
み
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
各
史
料
を
見
た
際
、
少
な
く
と

も
平
安
時
代
に
は
祈
雨
祈
禱
を
実
施
す
る
権
限
は
、
国
司
に
も
与
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
平
安
期
ま
で
の
朝
廷
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
こ
の
時
期
に
朝
廷
が
実
施

し
た
祈
雨
祈
禱
の
特
徴
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
特
に
平
安
期
以
前
の
時
期
に
お
い
て
は
、
祈
雨
に
つ
い
て
の
認
識
や
祈

禱
の
様
式
に
中
国
の
祈
雨
祈
禱
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
時
期
が
下
り
、
仏
教
系
の
祈
雨
祈
禱
が
主

と
な
る
と
、
降
雨
量
の
少
な
さ
が
為
政
者
の
有
徳
・
無
徳
よ
り
も
僧
侶
の
祈
禱
の
巧
拙
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
15
）。

こ
れ
に
よ
り
為
政
者
は
単
な
る
祈
禱
を
命
ず
る
存
在
と
な
り
、
旱
の
原
因
が
政
治
の
適
否
に
求
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
災
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異
の
原
因
が
政
治
の
内
容
の
適
否
に
求
め
る
中
国
的
な
思
想
か
ら
変
化
し
た
こ
と
で
、
日
本
の
朝
廷
は
権
力
の
安
定
を
図

り
や
す
く
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

平
安
期
ま
で
の
朝
廷
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
、
ま
た
そ
れ
に
付
随
し
た
価
値
観
は
、
前
述
の
よ
う
に
推
移
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
で
は
、
鎌
倉
幕
府
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
章
を
変
え
、
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
祈
雨
祈
禱

前
章
で
は
、
鎌
倉
期
ま
で
の
朝
廷
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
祈
雨
祈
禱
の
条
件
や
内
容
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
本
章
で
は

鎌
倉
幕
府
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
を
は
じ
め
と
し
た
攘
災
祈
禱
に
つ
い
て
概
観
し
た
後
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
て

ゆ
く
。

先
に
も
述
べ
た
が
、
鎌
倉
幕
府
の
動
向
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
『
吾
妻
鏡
』（
以
下
、
煩
を
避
け
『
鏡
』）
は
、

史
料
の
性
質
が
時
期
ご
と
に
異
な
る（
16
）。
よ
っ
て
、『
鏡
』
に
お
け
る
記
事
の
多
寡
が
そ
の
ま
ま
祈
禱
の
実
施
回
数
の
多

寡
と
繋
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

祈
雨
祈
禱
を
実
施
す
る
条
件
は
、
鎌
倉
期
に
入
っ
て
も
朝
廷
・
幕
府
と
も
に
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
鎌
倉
期
に
お

い
て
も
三
月
以
前
・
九
月
以
降
の
祈
雨
祈
禱
の
実
施
例
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
四
月
以
降
・
八
月
以
前
と
い

う
条
件
に
は
、
夏
季
全
て
と
秋
季
の
大
半
の
時
期
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
先
の
『
菅
家
文
章
』
に
「
四
月
以
降
、
涉
旬

少
雨
。
吏
民
之
困
、
苗
種
不
田
」
と
見
え
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
祈
雨
祈
禱
は
旱
に
よ
る
農
業
へ
の
悪
影
響
を
防
ぐ
こ

と
が
、
実
施
の
最
大
の
理
由
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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『
鏡
』
で
は
頼
朝
期
か
ら
祈
雨
祈
禱
の
実
施
例
が
見
え
る
が
、
建
久
四
（
一
一
九
三
）
年
六
月
二
十
日
付
け
の
一
例
に
留

ま
る
。『
鏡
』
に
は
「
炎
旱
渉
旬
。
民
黎
思
雨
。
依
之
鶴
岡
、
勝
長
寿
院
、
永
福
寺
供
僧
奉
仕
祈
雨
法
。
為
善
信
奉
行
。
各

遣
奉
書
云
々
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
祈
禱
を
実
施
し
た
の
か
は
『
鏡
』
に
具
体
的
な
記
述
が
存
在
し
な
い
た

め
不
明
で
あ
る
。
祈
禱
の
命
令
が
鶴
岡
八
幡
宮
・
勝
長
寿
院
・
永
福
寺
に
対
し
て
出
さ
れ
、
僧
侶
が
祈
禱
に
関
与
し
た
こ

と
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
系
の
祈
禱
が
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
炎
旱
渉
旬
」
と
い
う
祈
雨
祈
禱
の
実

施
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
、
先
に
見
た
平
安
末
期
ま
で
の
朝
廷
に
お
け
る
実
施
条
件
と
同
様
で
あ
る
。

実
朝
期
に
な
る
と
、『
鏡
』
に
再
び
祈
雨
祈
禱
の
記
事
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
承
元
元
（
一
二
〇
七
）
年
に
陰

陽
師
が
鎌
倉
に
下
向
し
定
住
し
た
後
は
、
鎌
倉
幕
府
に
お
い
て
も
陰
陽
師
の
活
動
例
が
増
加
す
る（
17
）。
建
保
二
（
一
二

一
四
）
年
は
旱
が
続
き
、
同
年
五
月
十
五
日
に
「
司
天
等
申
之
」
と
し
て
天
変
の
予
兆
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
（『
鏡
』）。『
鏡
』
建
保
二
（
一
二
一
四
）
年
六
月
五
日
条
は
、
実
朝
に
よ
る
祈
雨
祈
禱
が
、
前
出
の
皇
極
天
皇
の
祈

雨
祈
禱
に
擬
さ
れ
て
い
る
記
事
で
あ
る
。

甘
雨
降
。
是
偏
将
軍
家
御
懇
祈
之
所
致
歟
。
皇
極
天
皇
元
年
壬
寅
七
月
、
天
下
炎
旱
之
間
、
雖
有
方
々
祈
禱
、
依

無
其
験
。
大
臣
蝦
夷
〈
馬
子
大
臣
男
〉
自
取
香
炉
祈
念
。
猶
以
雨
不
降
。
同
八
月
、
帝
幸
河
上
、
令
拝
四
方
御
之

間
、
忽
雷
電
、
雨
降
。
五
ケ
日
不
休
止
。
国
土
百
穀
帰
豊
稔
云
々
。
君
臣
雖
異
、
其
志
相
同
者
歟
。

（
文
中
山
括
弧
は
割
注
を
示
す
）

先
に
見
た
『
日
本
書
紀
』
皇
極
天
皇
元
（
六
四
二
）
年
八
月
一
日
条
を
引
用
し
、『
鏡
』
の
文
章
を
作
成
し
た
と
考
え
ら
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れ
る
記
事
で
あ
る
。「
君
臣
雖
異
。
其
志
相
同
者
歟
」
の
一
文
に
注
目
し
て
み
た
い
。
同
文
は
、
幕
府
で
祈
雨
祈
禱
を
実
施

す
る
こ
と
の
意
図
は
、
実
施
者
の
立
場
が
「
君
＝
皇
極
天
皇
」「
臣
＝
実
朝
」
と
変
わ
れ
ど
も
同
様
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

こ
の
内
容
を
『
鏡
』
の
記
述
者
が
書
き
残
し
た
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
特
に
「
幕
府
は
臣
下
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
を
持

っ
て
書
か
れ
た
一
文
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
旱
を
攘
う
た
め
に
臣
下
の
身
で
あ
り
な
が
ら
祈
雨
祈
禱
を
実

施
し
た
事
実
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
配
慮
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
の
一
文
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先
に『
類

聚
符
宣
抄
』
に
地
方
で
の
祈
雨
祈
禱
を
認
め
た
と
捉
え
う
る
官
符
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、『
菅
家
文
章
』
に
地

方
で
祈
雨
祈
禱
を
実
施
し
た
神
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
司
を
始
め
と
し
た
臣
下
が
地
方
で
祈
雨
祈
禱
を
実
施
す
る
こ
と

自
体
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
鏡
』
に
祈
雨
祈
禱
の
記
事
が
増
加
す
る
の
は
、
摂
家
将
軍
か
ら
親
王
将
軍
の
頃
で
あ
る
。
た
だ
し
、
親
王
将
軍
期
末

期
に
は
実
施
の
記
事
が
見
え
な
い
。
こ
れ
は
『
鏡
』
の
記
事
の
傾
向
と
合
わ
せ
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う（
18
）。
以
下
の
別

表
一
は
鎌
倉
幕
府
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
関
連
記
事
を
『
鏡
』
か
ら
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

別
表
一
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
鎌
倉
幕
府
に
お
い
て
も
祈
雨
祈
禱
は
四
月
以
前
八
月
以
後
の
み
の
実
施
で
あ
り
、
前

出
の
『
新
儀
式
』
に
規
定
さ
れ
た
朝
廷
の
祈
雨
祈
禱
の
実
施
規
定
、
あ
る
い
は
史
料
に
散
見
さ
れ
る
朝
廷
で
の
祈
雨
祈
禱

の
例
と
差
は
な
い
。

表
中
の
鎌
倉
幕
府
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
の
中
で
も
、
八
番
目
の
全
国
的
に
旱
魃
が
発
生
し
た
仁
治
元
（
一
二
四
〇
）

年
の
祈
雨
祈
禱
例
が
、
そ
の
実
施
期
間
の
長
さ
や
実
施
寺
社
の
数
、
ま
た
関
与
し
た
人
員
と
い
う
点
か
ら
、
鎌
倉
幕
府
が

実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
を
概
観
す
る
上
で
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
下
で
詳
細
に
見
て
ゆ
き
た
い
。

同
年
は
全
国
的
な
旱
魃
に
襲
わ
れ
、
朝
廷
に
お
い
て
も
六
月
十
二
日
か
ら
盛
ん
に
祈
雨
祈
禱
が
実
施
さ
れ
、
七
月
十
五
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和
暦
年
月
日

西　

暦

内　
　
　

容

1

建
久
四
年
六
月
二
十
日

一
一
九
三

鶴
岡
・
勝
長
寿
院
・
永
福
寺
供
僧
、
祈
雨
法

2

承
元
二
年
六
月
十
六
日

一
二
〇
八

鶴
岡
供
僧
等
、
江
嶋
竜
穴
で
祈
請

3

建
保
二
年
五
月
二
十
八
日

一
二
一
四

鶴
岡
宮
、
祈
雨
御
祈
（
同
年
六
月
三
日
も
実
施
）

4

貞
応
元
年
五
月
十
五
日

一
二
二
二

鶴
岡
宮
、
祈
雨
御
祈
（
同
年
六
月
十
四
日
も
実
施
）

5

元
仁
元
年
六
月
六
日

一
二
二
四

霊
所
七
瀬
御
祓

6

天
福
元
年
六
月
二
日

一
二
三
三

定
豪
・
鶴
岡
供
僧
、
祈
雨

7

嘉
禎
二
年
四
月
二
十
日

一
二
三
六

定
豪
、
祈
雨

8

仁
治
元
年
六
月
二
日

一
二
四
〇

祈
雨

（
同
九
日
、
十
五
日
、
十
六
日
、
二
十
二
日
、
七
月
四
日
に
も
祈
雨
の
記
事
有
り
）

9

仁
治
二
年
六
月
九
日

一
二
四
一

定
親
、
陰
陽
師
、
江
嶋
に
て
祈
雨

10

寛
元
二
年
六
月
二
日

一
二
四
四

鶴
岡
供
僧
、
祈
雨
（
同
月
四
日
、
五
日
も
実
施
）

11

建
長
四
年
五
月
七
日

一
二
五
二

鶴
岡
供
僧
、
陰
陽
師
、
祈
雨

（
同
十
一
日
、
六
月
十
九
日
、
同
二
十
三
日
、
七
月
六
日
も
実
施
）

12

建
長
五
年
五
月
二
十
一
日

一
二
五
三

霊
所
祓
（
同
月
二
十
三
日
も
実
施
）

13

正
嘉
元
年
六
月
二
十
三
日

一
二
五
七

祈
雨
法
（
七
月
一
日
、
同
五
日
、
八
日
も
実
施
）

別
表
一
、
鎌
倉
幕
府
実
施
の
祈
雨
祈
禱

（『
鏡
』
は
国
史
大
系
本
を
使
用
）



093 鎌倉幕府における祈雨祈禱

日
ま
で
継
続
さ
れ
た（
19
）。
こ
の
年
の
炎
旱
は
、
前
年
延
応
元（
一
二
三
九
）年
に
崩
じ
た
後
鳥
羽
上
皇
の「
不
見
故
郷
之
條
、

深
恨
也
。
依
之
欲
損
亡
天
下
」
と
史
料
に
あ
る
よ
う
な
祟
り
の
た
め
で
は
な
い
か
と
も
噂
さ
れ（
20
）、
こ
の
ま
ま
で
は
炎

旱
疫
飢
で
天
下
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
迅
速
な
対
処
を
求
め
る
者
も
い
た
（『
平
戸
記
』）。
こ
う
し
た
後
鳥
羽
上
皇

の
怨
念
と
い
っ
た
噂
は
幕
府
に
も
届
い
て
い
た
は
ず
で
、
こ
の
年
の
鎌
倉
幕
府
実
施
の
祈
雨
祈
禱
が
長
期
間
に
わ
た
っ
た

こ
と
、
ま
た
、『
鏡
』
も
随
時
そ
れ
を
記
録
し
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
う
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以
下
に
鎌
倉
幕
府
が
実

施
し
た
仁
治
元
（
一
二
四
〇
）
年
の
祈
雨
祈
禱
を
列
挙
す
る
。

六
月
二
日　

炎
旱
旬
渉
。
祈
雨
法
事
、
日
頃
雖
被
仰
若
宮
別
当
法
印
、
依
無
法
験
。
今
日
、
被
付
勝
長
寿
院
法
印

良
信
。

九
日　

良
信
法
印
雖
奉
仕
祈
雨
法
、
于
今
無
其
験
。
仍
今
日
、
被
改
仰
于
永
福
寺
別
当
荘
厳
房
僧
都
云
々
。

十
五
日　

為
祈
雨
、
被
行
日
曜
祭
併
霊
所
七
瀬
御
祓
。
泰
貞
、
晴
賢
、
国
継
、
広
資
、
以
平
、
泰
房
、
晴
尚
等

奉
仕
之
云
々
。

十
六
日　

為
祈
雨
、
安
祥
寺
僧
正
被
行
孔
雀
経
御
修
法
云
々
。

十
七
日　

酉
刻
俄
雨
降
。
無
程
属
晴
。
不
及
潤
地
。

十
八
日　

泰
貞
朝
臣
自
今
日
三
ヶ
日
、
於
江
嶋
可
勤
修
千
度
御
祓
之
旨
、
被
仰
付
云
々
。
政
所
沙
汰
也
。

二
十
二
日　

於
鶴
岳
宮
寺
、
被
行
最
勝
王
経
御
読
経
。
入
夜
始
行
属
星
祭
。
権
暦
博
士
定
昌
朝
臣
奉
仕
。
是
皆
為

祈
雨
（
以
下
略
）。

七
月
一
日　

今
日
、
依
炎
旱
可
行
水
天
供
之
旨
、
被
仰
鶴
岡
供
僧
等
云
々
（
以
下
略
）。
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四
日　

為
祈
雨
別
被
始
行
十
壇
水
天
供
。
法
印
定
親
、
良
信
、
良
賢
等
修
之
。

八
日　

入
夜
雨
少
降
。
不
能
湿
地
。

九
日　

雨
下
。
水
天
供
験
徳
歟
之
由
及
沙
汰
。
但
猶
不
能
滂
沱
。

十
一
日　

水
天
供
。
昨
日
雖
満
七
ヶ
日
、
猶
被
延
引
云
々
。

十
三
日　

辰
刻
甚
雨
。
巳
時
属
晴
。
水
天
供
之
間
、
有
数
度
甚
雨
。
仍
奉
仕
之
僧
各
賜
御
剣
一
腰
。
又
被
奉
御

剣
於
鶴
岳
。
可
被
送
進
神
馬
於
二
所
三
嶋
等
云
々
。

鎌
倉
に
お
け
る
祈
雨
祈
禱
は
、
先
に
見
た
頼
朝
期
と
変
わ
ら
ず
、
主
に
鶴
岡
八
幡
宮
供
僧
が
担
当
し
て
い
る
。
右
に
挙

げ
た
一
連
の
祈
雨
祈
禱
も
、
祈
禱
の
開
始
当
初
は
若
宮
の
別
当
に
祈
禱
を
実
施
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
祈
禱
の
効
果
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
寿
福
寺
・
永
福
寺
等
、
他
の
寺
社
に
祈
禱
を
命
じ
て
い
る
（『
鏡
』
六
月
二
日
条
、
同
九
日
条
）。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
も
験
が
得
ら
れ
ず
、
江
嶋
龍
穴
等
で
陰
陽
師
が
陰
陽
道
祭
を
実
施
し
て
い
る（『
鏡
』
六
月
十
五
日
条
）。

こ
の
龍
穴
を
用
い
て
の
祈
雨
祈
禱
は
、
京
の
も
の
を
模
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
連
の
祈
雨
祈
禱
は
雨
の
降
っ
た
七
月

十
三
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
実
朝
が
行
っ
た
よ
う
な
将
軍
や
執
権
に
よ
る
直
接
の
祈
禱
は
『
鏡
』
に
見
え
な
い

こ
と
か
ら
、
幕
府
に
お
い
て
も
祈
雨
祈
禱
は
僧
侶
や
陰
陽
師
と
い
っ
た
呪
術
者
集
団
に
一
任
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。親

王
将
軍
下
向
後
に
も
祈
雨
祈
禱
の
実
施
が
見
え
る
。
宗
尊
親
王
下
向
後
間
も
な
い
『
鏡
』
建
長
四
（
一
二
五
二
）
年

六
月
十
九
日
条
に
は
、「
相
州
有
御
対
面
。
親
王
家
御
下
向
之
後
、
天
下
泰
平
関
東
静
謐
之
処
、
旱
魃
一
事
已
為
人
庶
愁
歎
。

殊
可
被
祈
請
之
旨
、
令
懇
望
給
云
々
」
と
、
宗
尊
親
王
か
ら
旱
魃
が
衆
庶
の
嘆
き
の
元
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
祈
禱
を
実
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施
す
る
よ
う
に
と
命
令
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。

こ
の
記
事
を
最
期
に
『
鏡
』
に
見
え
る
祈
雨
祈
禱
の
記
事
は
簡
潔
な
も
の
に
な
り
、
表
一
の
十
二
番
・
十
三
番
の
祈
雨

祈
禱
に
関
す
る
記
事
も
記
述
は
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仁
治
元
（
一
二
四
〇
）
年
の
よ
う
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て

祈
雨
祈
禱
を
実
施
し
た
痕
跡
も
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
先
に
記
し
た
『
鏡
』
の
記
事
の
質
の
変
化
に
加
え
、
史
料
の

制
約
が
あ
る
た
め
記
事
が
見
え
な
い
と
い
う
可
能
性
が
あ
ろ
う（
21
）。

『
鏡
』
寛
喜
三
（
一
二
三
一
）
年
四
月
十
九
日
条
に
は
、
諸
国
の
風
雨
・
水
旱
の
災
難
に
つ
い
て
祈
る
た
め
、
諸
国
の
国

分
寺
に
最
勝
王
経
を
転
読
す
る
よ
う
命
じ
た
宣
旨
を
受
け
、
政
所
が
関
東
分
国
分
の
祈
禱
を
実
施
さ
せ
る
沙
汰
を
下
し
て

い
る
。
先
の
国
司
に
よ
る
祈
雨
祈
禱
の
実
施
を
命
じ
た
官
符
の
存
在
と
合
わ
せ
て
考
え
た
際
に
、
幕
府
の
祈
禱
権
は
朝
廷

が
平
安
期
ま
で
に
地
方
に
委
譲
し
た
権
限
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
穏
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

結
以
上
、
平
安
期
ま
で
の
朝
廷
に
お
け
る
祈
雨
祈
禱
と
、
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
祈
雨
祈
禱
の
実
施
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
祈
雨
祈
禱
は
、
当
初
中
国
の
様
式
に
な
ら
っ
た
祈
雨
祈
禱
を
実
施
し
て
い
た
。
だ
が
、
仏
教
に
よ

る
祈
雨
祈
禱
が
定
着
す
る
こ
と
、
仏
教
の
殺
生
禁
断
思
想
が
定
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
牛
馬
を
犠
牲
に
し
て
の
祈
雨
祈

禱
は
実
施
さ
れ
な
く
な
り
、
後
に
丹
生
・
貴
船
両
社
が
雨
の
神
と
し
て
固
定
化
さ
れ
る
と
、
両
社
へ
の
奉
幣
と
仏
教
祈

禱
・
陰
陽
道
祭
を
併
用
し
た
祈
雨
と
い
っ
た
形
が
定
着
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
華
王
朝
の
皇
帝
が
災
害
と
政
治
と
の
関

係
を
意
識
し
て
祈
禱
を
実
施
し
た
例
と
は
異
な
り
、
日
本
に
お
い
て
は
、
降
雨
が
得
ら
れ
な
い
の
は
祈
禱
者
の
能
力
不
足
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と
み
な
す
よ
う
に
な
る
と
い
う
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
よ
う
に
祈
禱
の
効
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
祈
禱
者
の
責
任

と
し
、
天
皇
や
大
臣
と
い
っ
た
為
政
者
に
失
敗
の
責
任
を
被
せ
な
い
こ
と
で
、
政
治
の
不
安
定
を
避
け
る
目
的
が
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る（
22
）。

鎌
倉
幕
府
に
お
い
て
も
右
記
の
よ
う
な
思
想
は
同
様
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
の
多
く
は
、
仏
教
式

の
祈
雨
祈
禱
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
祈
雨
祈
禱
に
つ
い
て
の
特
徴
は
、
平
安
末
期
ま
で
の
朝
廷
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
と

大
差
が
無
い
。
ま
た
、
鎌
倉
幕
府
が
実
施
し
た
祭
祀
・
祈
禱
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
、
先
に
『
類
聚
符
宣
抄
』『
菅
家
文

草
』
で
見
た
国
司
の
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
の
権
限
の
枠
内
で
理
解
が
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も

祈
雨
祈
禱
に
関
し
て
は
「
東
国
独
立
国
家
の
祭
祀
」
と
し
て
よ
り
も
「
国
司
の
権
限
の
代
替
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
適

切
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る（
23
）。

以
上
、
鎌
倉
幕
府
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
平
安
期
ま
で
の
朝
廷
が
実
施
し
た
祈
雨

祈
禱
と
、
鎌
倉
幕
府
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
鎌
倉
幕
府
が
実
施
し
た
臨
時
祈
禱
は
祈
雨
祈
禱
だ
け

で
は
な
い
。
ま
た
、
将
軍
個
人
の
治
療
の
た
め
、
関
係
者
の
治
療
の
た
め
と
い
っ
た
「
鎌
倉
殿
の
私
的
領
域
」
に
関
す
る

祈
禱
も
多
く
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
を
試
み
た
い
。

（
た
け
が
は
ら　

や
す
ひ
ろ
・
平
成
十
七
年
度
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
）
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﹇
註
﹈

（
1
）
拙
稿
「
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
鎌
倉
殿
家
政
と
年
中
行
事
」（『
年
報
新
人
文
学
』
十
二
号
所
収
。
二
〇
一
五
年
、
北
海
学
園
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
）。

（
2
）
東
国
国
家
を
は
じ
め
と
し
た
中
世
の
国
家
像
に
つ
い
て
は
、
五
味
文
彦
『
日
本
の
時
代
史
八　

京
・
鎌
倉
の
王
権
』（
二
〇
〇
三
年
、

吉
川
弘
文
館
）、
本
郷
恵
子
『
日
本
の
歴
史　

五　

京
・
鎌
倉
二
つ
の
王
権
』（
二
〇
〇
八
年
、
小
学
館
）、
川
合
康
『
日
本
中
世
の
歴
史

三　

源
平
の
内
乱
と
公
武
政
権
』（
二
〇
〇
九
年
、
吉
川
弘
文
館
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
籔
元
晶
『
雨
乞
儀
礼
の
成
立
と
展
開
』（
二
〇
〇
二
年
、
岩
田
書
院
）、
同
「
鎌
倉
時
代
の
祈
雨
の
動
向
」（
御
影
史
学
研
究
会
編
『
御

影
史
学
論
集
』
三
十
八
号
所
収
。
二
〇
一
三
年
、
御
影
史
学
研
究
会
）
等
。

ま
た
、
過
去
に
は
以
下
の
よ
う
な
論
考
が
存
在
し
て
い
る
。

・
梅
原
隆
章
「
日
本
古
代
に
お
け
る
雨
乞
い
」（
一
九
五
四
年
、『
日
本
歴
史
』
七
四
）。

・
桑
島
禎
夫
「
古
代
の
祈
雨
に
つ
い
て
」（
一
九
六
二
年
、『
民
間
伝
承
』
二
六
）。

・
野
口
武
司
「
六
国
史
所
見
の
『
祈
雨
・
祈
止
雨
』
記
事
」（
一
九
八
六
年
、『
國
學
院
雑
誌
』
八
七
）。

・
岡
田
重
精
「
古
代
除
災
儀
礼
の
諸
相
―
日
本
書
紀
、
続
日
本
紀
に
み
る
祈
雨
と
攘
疫
の
儀
礼
を
中
心
と
し
て
―
」（
一
九
九
二
年
、

『
皇
學
館
大
學
紀
要
』
一
〇
）。

（
4
）
籔
元
晶
、
注
（
3
）
の
第
二
論
文
。

（
5
）
木
村
進
「
鎌
倉
時
代
の
陰
陽
道
の
一
考
察
」（
初
出『
立
正
史
学
』二
九
。
一
九
六
五
年
、立
正
大
学
史
学
会
。
後
、村
山
修
一
他
編『
陰

陽
道
叢
書
』
２
中
世
に
収
録
。
一
九
九
三
年
、
名
著
出
版
）
で
整
理
さ
れ
た
『
鏡
』
記
載
事
項
の
分
類
と
比
率
に
よ
れ
ば
、『
鏡
』
の
記

事
は
時
期
別
に
以
下
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。

①
治
承
四
年（
一
一
八
〇
）〜
承
元
三（
一
二
〇
九
）年
：
記
載
総
数
二
四
五
三
件

仏
教
事
項
：
一
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

日
常
事
項
：
一
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

政
治
事
項
：
五
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
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②
承
元
四（
一
二
一
〇
）年
〜
建
保
六（
一
二
一
八
）年
：
記
載
総
数
五
九
二
件

仏
教
事
項
：
一
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

日
常
事
項
：
二
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

政
治
事
項
：
三
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

③
承
久
元（
一
二
一
九
）年
〜
寛
元
三（
一
二
四
五
）年
：
記
載
総
数
二
四
六
〇
件

日
常
事
項
：
二
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

陰
陽
道
事
項
：
二
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

政
治
事
項
：
二
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

④
寛
元
四（
一
二
四
六
）年
〜
文
永
三（
一
二
六
六
）年
：
記
載
総
数
一
五
六
八
件

仏
教
事
項
：
一
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

政
治
事
項
：
二
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

日
常
事
項
：
三
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

③
期
で
陰
陽
道
関
連
の
記
事
が
増
加
す
る
こ
と
、
④
期
で
は
日
常
的
な
事
項
が
主
体
に
な
る
な
ど
、
時
期
ご
と
に
傾
向
が
異
な
る
。

こ
う
し
た
傾
向
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
五
味
文
彦
氏
が
『
吾
妻
鏡
の
方
法
』
所
収
「
三
『
吾
妻
鏡
』
の
構
成
と
原
史
料
」（
一
九

九
〇
年
、
増
補
版
二
〇
〇
〇
年
。
吉
川
弘
文
館
）
内
で
『
鏡
』
の
記
録
の
傾
向
を
元
に
、『
鏡
』
編
纂
の
根
拠
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
史

料
は
、「
頼
朝
・
頼
家
・
実
朝
将
軍
記
」「
頼
経
・
頼
嗣
将
軍
記
」「
宗
尊
親
王
記
」
で
三
種
に
分
け
ら
れ
る
た
め
と
指
摘
さ
れ
た
。
同
書

で
は
「
頼
経
・
頼
嗣
将
軍
記
」
は
恩
賞
奉
行
の
記
録
を
使
用
し
、「
宗
尊
親
王
記
」
は
御
所
奉
行
の
日
記
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
各
種
祈
禱
は
効
果
が
得
ら
れ
れ
ば
恩
賞
の
対
象
と
な
り
、
記
録
が
残
る
。「
頼
経
・
頼
嗣
将
軍
記
」
に
陰
陽
道
関
係
の

記
事
が
増
加
す
る
こ
と
に
は
、
こ
の
よ
う
な
編
纂
時
に
使
用
さ
れ
た
史
料
の
差
が
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
6
）『
類
聚
三
代
格
・
弘
仁
格
抄
』（
一
九
六
五
年
、
吉
川
弘
文
館
）。

（
7
）『
本
朝
月
令
』（『
群
書
類
従
』
公
事
部
所
収
）
な
ど
の
年
中
行
事
書
に
広
瀬
龍
田
祭
の
由
来
や
実
際
の
儀
礼
の
内
容
が
見
え
る
。

（
8
）
坂
本
太
郎
「
日
本
書
紀
」（
坂
本
太
郎
・
黒
板
昌
夫
編
『
国
史
大
系
書
目
解
題　

上
』
所
収
。
二
〇
〇
一
年
、
吉
川
弘
文
館
）、
東
野
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治
之
「
古
代
人
が
読
ん
だ
漢
籍
」（
池
田
温
編
『
漢
文
入
門
』
所
収
。
二
〇
〇
六
年
、
吉
川
弘
文
館
）。

（
9
）『
続
日
本
紀
』
慶
雲
二
（
七
〇
五
）
年
六
月
二
十
七
日
条
。

（
10
）『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
十
九
巻
密
教
部
二
（
一
九
二
八
年
、
大
正
一
切
経
刊
行
会
）
所
収
。

（
11
）『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
一
（
八
二
〇
）
年
六
月
二
十
六
日
条
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
）
六
月
十
五
日
条
等
。

（
12
）
本
文
は
以
下
の
通
り
。「
張
奮
為
司
空
、
時
歳
災
旱
、
祈
雨
不
応
。
乃
上
表
、
即
時
引
見
、
復
口
陳
時
政
之
宜
。
帝
召
太
尉
司
徒
、

幸
洛
陽
獄
、
録
囚
徒
、
大
雨
三
日
」。

（
13
）『
日
本
後
紀
』
巻
廿
六
逸
文
（『
日
本
紀
略
』・『
拾
芥
抄
』
宮
城
部
）
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
四
月
二
十
七
日
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和

六
年
（
八
三
九
）
四
月
十
七
日
条
等
。

（
14
）
元
真
と
い
う
僧
が
祈
雨
祈
禱
に
失
敗
し
、
鎮
西
に
下
向
し
た
こ
と
が
『
江
談
抄
』
一
公
事
、『
祈
雨
日
記
』（『
続
群
書
類
従
』
釈
家
部
）

等
に
見
え
る
。

（
15
）
前
出
（
3
）
籔
論
文
の
第
一
論
文
、
第
一
章
第
二
節
参
照
。

（
16
）
前
出
（
4
）
五
味
著
書
参
照
。

（
17
）
前
出
（
4
）
木
村
論
文
、
ま
た
、『
鏡
』
収
録
全
期
に
わ
た
っ
て
の
論
考
と
し
て
、
佐
々
木
馨
「
鎌
倉
幕
府
と
陰
陽
道
」（
佐
伯
有
清

編
『
日
本
古
代
中
世
の
政
治
と
宗
教
』
所
収
。
二
〇
〇
二
年
、
吉
川
弘
文
館
）
が
存
在
す
る
。

（
18
）
前
出
（
4
）
木
村
論
文
参
照
。

（
19
）
以
下
に
こ
の
旱
魃
の
際
に
朝
廷
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
を
挙
げ
る
。

六
月　

十
二
日　

旬
日
以
来
炎
旱
殊
甚
（
略
）
被
宜
仰
興
福
寺
、
率
十
口
僧
侶
、
始
自
今
月
十
六
日
三
ヶ
日
転
読
仁
王
般
若
経
（
以

下
略
）（『
夕
拝
備
急
至
要
抄
』）。

二
十
七
日　

臨
時
奉
幣
使
参
宮
〈
去
月
廿
七
日
進
発
。
炎
旱
御
祈
禱
也
〉（『
延
応
二
年
歳
神
事
供
奉
日
記
』）。

七
月　
　

三
日　

被
行
五
龍
祭
。
依
炎
旱
也
（『
百
錬
抄
』）。

八
日　

於
神
泉
苑
、
被
始
行
請
雨
経
法
（『
平
戸
記
』）。

十
五
日　

奉
幣
十
一
社
、
為
祈
雨
也
。
又
室
生
龍
穴
被
奉
官
幣
（『
百
錬
抄
』）。
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（
20
）『
平
戸
記
』
仁
治
元
（
一
二
四
〇
）
年
七
月
九
日
条
。

（
21
）
荒
川
秀
俊
・
大
隅
和
雄
・
田
村
勝
正
編
『
日
本
旱
魃
霖
雨
史
料
』（
一
九
六
四
、
気
象
研
究
所
）「
旱
魃
の
部
」
で
宗
尊
親
王
期
に
相

当
す
る
時
期
（
建
長
四
﹇
一
二
五
二
﹈
〜
文
永
三
﹇
一
二
六
六
﹈）
に
は
京
都
に
数
例
旱
魃
の
発
生
例
が
見
え
る
が
、
関
東
で
の
旱
魃
の

発
生
は
見
え
な
い
。『
鏡
』
の
宗
尊
親
王
期
の
記
事
は
正
元
元
（
一
二
五
九
）
年
、
弘
長
二
（
一
二
六
二
）
年
、
文
永
元
（
一
二
六
四
）

年
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
こ
の
内
の
文
永
元
（
一
二
六
四
）
年
に
「
自
四
月
至
九
月
大
旱
」（『
如
是
院
年
代
記
』。『
日
本
旱
魃
霖
雨
史
料
』

も
本
記
事
を
採
録
）
と
京
都
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
旱
魃
が
発
生
し
た
記
事
が
見
え
る
。
こ
の
旱
魃
の
期
間
の
長
さ
か
ら
考
え
る
と
、

そ
の
規
模
は
推
定
で
き
な
い
が
鎌
倉
で
も
旱
魃
が
発
生
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

（
22
）
前
出
（
3
）
籔
論
文
の
第
一
論
文
、
第
一
章
第
二
節
参
照
。

（
23
）
前
出
（
3
）
籔
論
文
の
第
一
論
文
内
で
、
氏
は
「
ま
た
、
幕
府
側
の
祈
雨
を
見
る
と
、
承
久
の
乱
の
勝
利
を
契
機
に
、
そ
の
実
施
が

急
増
す
る
こ
と
に
な
る
。
朝
廷
に
習
う
形
で
、
政
治
を
行
う
者
と
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
祈
雨
を
進
ん
で
実
施
す
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
九
条
頼
経
期
以
降
の
『
鏡
』
に
は
祈
雨
祈
禱
の
実
施
例
が
増
加
す
る
が
、
そ
の
一
因
と
し
て
は
先
の
注

（
5
）
内
で
述
べ
た
『
鏡
』
の
記
事
の
質
の
変
化
は
看
過
で
き
な
い
。
ま
た
、
国
司
に
よ
っ
て
地
方
で
の
祈
雨
祈
禱
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

が
前
出
（
3
）
籔
論
文
の
第
一
論
文
内
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
幕
府
が
実
施
し
た
祈
雨
祈
禱
も
、
こ
う
し
た
地
方
で
実
施
さ
れ
た
祈

雨
祈
禱
の
中
に
位
置
づ
け
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
一
政
権
」「
国
家
」
と
し
て
の
幕
府
が
、
承
久
の
乱
の
勝
利
を
契
機
に
改
め

て
実
施
し
始
め
た
も
の
と
は
断
定
し
が
た
い
。

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
改
め
て
検
討
す
る
と
、
承
久
の
乱
の
勝
利
が
幕
府
の
政
治
的
な
自
覚
を
強
め
、
具
体
策
と
し
て
祈
雨
祈
禱
を
実

施
し
た
と
い
う
氏
の
見
解
に
は
、
幕
府
の
歴
史
的
位
置
付
け
も
含
め
て
慎
重
な
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
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